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最高の人生（Ⅰコリント3:16-23）
コリントの教会の内部でいろいろな雑音が聞こえてくるようになりました。それは、パウロ先生が最も優秀な、私たちが従うべき指導者ではないのか。いや、そうではない。ペテロ先生が、実はイエス様の第一弟子であったので、そちらの方が本物ではないか。いや、アポロ先生のお話を聞いたら、現代にぴったり合う論理的な話の展開なので、そちらの方がこれからは必要ではないかということで、教会内部にいろいろな派ができてしまうような状況になりました。それを聞いて、パウロが手紙を書き送った内容です。あなたがたは神の神殿であり、聖霊が宿っていることが分かっていないのか。そして、今日お読みしましたところの最後の部分を見ますと、パウロも、アポロも、ペテロも、この世界のいのちも、死でさえ、現在のもの、未来のもの、すべてがあなたがたのものだと話しています。指導者に対して、尊敬の思いを持ってしっかりとサポートして仕えていくという話と、人によって左右されるという話は別です。そのときに、パウロが話した内容は、今、この雑音、教会内部のトラブル、葛藤のポイントがどこにあるのかということをお話しているわけです。教会の中にもありますし、またクリスチャンでもひとりひとり個人でも様々な葛藤を覚えて、その葛藤に捕らわれていく場合があります。いろいろなトラブルがあるというのは仕方がないでしょうが、それに巻き込まれて行く場合があります。それから、肉的ないろいろな争いがありますが、それに捕らわれて溺れていく場合があります。

それに対して、パウロがこのように言っています。なぜクリスチャンの方々が、人によって左右にされ、いろいろな葛藤に捕らわれて肉の争いに走り、中々、そこから抜け出すことができないのか。つまり、クリスチャンの葛藤や肉の争いというものは、実は信者自身の価値が分かっていないのか、あるいは見逃して忘れているか、なのです。そこに問題のポイントを絞っているわけです。何かが起きて、いろいろな葛藤があるということは、人生を生きていく中でクリスチャンでも仕方がないことです。けれども、そのときにポイントをどのように絞るかというのが、一番大切な内容です。大体、どちらが偉いのか、あるいは誰が正しいのか、何が本当なのかという葛藤、トラブルそのもの、また肉の争いそのものに気が捕らわれてしまいがちですが、パウロは、また聖書は一度もそのように言ったことはありません。ポイントはそうではありません。相手が悪くても、教会内部にいろいろな弱さがボロボロ出てしまったとしても、それに捕らわれてしまい、巻き込まれてしまう、肉の争いに走っていくようになるというのは本人、クリスチャン自身が自分の価値を忘れているからで、そこがポイントです。ポイントをしっかりと絞らないと、ポイントが間違ってしまうと、その葛藤は終わりません。どんなに頑張ったとしても、次々と同じレベルの争いをずっと繰り返して起こるだけです。シャツの最初のボタンを掛け間違えてしまうと、それがずっと続くように、問題や葛藤のポイントがずれてしまうと、努力しても祈りをしたとしてもずっとずれていくようになります。つまり、終わりが中々、見えません。次々と、肉の争いに巻き込まれるようになるしかありません。
私たちにもいろいろな葛藤があるかもしれません。また、いろいろな肉的な争いが私たちにもあるかもしれません。そのようなときに皆さんはどこをポイントにして、その問題を対処していくべきなのでしょうか。それによって、そのあとは全く違います。私がかなり前のことですが、アメリカにキャンプに行った時に、同じタラッパンをしているアメリカ滞在の牧師先生と議論するときがありました。なぜかというと、その先生は、タラッパンの方々がアメリカのために来てくれるのはありがたいのですが、あまりにも品のない部分が多かったので、それに対して「聖書のパウロの手紙を見ると、クリスチャンとしての善い行いの部分が大量に書いてある。ローマの手紙、コリントの手紙のような手紙の聖書には、大体がクリスチャンとしての生き方、そうしてはいけないのではないかという話がたくさんあるので、その部分をポイントにしてもっと強調すべきではないでしょうか」という話でした。そのときに私が反論したのは、「分量の問題ではなくて、パウロが手紙を書いて教会内部やクリスチャンひとりひとりのいろいろな品のない、また行いの面において間違っていることを取り上げているのは、それをとおして基本の方に戻すために、あなたがたが神の神殿というすばらしい価値ある存在だということを忘れているからそうなってしまうのではないか。むしろ、そちらの根本的な部分を思い起こさせるために書いた内容ではないのか」ということで議論したことがあります。最終的には、神学的な話まで出て来て、その辺で話は終わりにしましたが、いろいろなトラブルがあります。私たちの弱さが、肉の争いの面でボロボロ出てくる場合もあります。また、ひとりひとりいろいろな葛藤を覚えている場合もあります。なぜそうなってしまうのでしょうか。そのポイントはどこなのでしょうか。今日ぜひ覚えて、皆さんの現場に持って帰っていただきたいと思います。

ポイントは、誰かが、状況がではありません。クリスチャン自分自身が自分の価値を忘れているからです。本当にクリスチャンの価値が分かって目覚めていれば、それによって変わります。そこがポイントなのです。何かを変えようではなくて、トラブルをなくそうではなくて、それをもってクリスチャン自分自身の祝福の価値の方に目を配るようにしないといけません。そちらの方に戻っていかなければいけません。旧約の聖書を見ると、イスラエルの民を神様が奇跡をもってエジプトから連れ出します。それから、後悔が分かれる奇跡を見せられました。そのときに彼らは、分かれた紅海、元に戻った紅海、エジプトの兵隊が全て殺される光景を見ながら、大合唱して「ハレルヤ」と賛美をしました。しかし、振り向いて荒野を歩きはじめたらすぐにお腹がすき、のどが渇いて、不平不満、つぶやきに走ります。すぐに肉の争いに走り、その葛藤に捕えられ、神様を怒らせることになりました。なぜ奇跡を見たにもかかわらず、大合唱をしながら神様を「ハレルヤ」と賛美をしたにもかかわらず、なぜそうなってしまうのでしょうか。少し状況が変われば、少し不便なことがあれば、少し自分の願いどおりにうまくいかないことがあれば、すぐに肉の争いの方に走ってしまいます。それは本当に荒野の状況が悪いからではありません。食べ物がなくて困っているからそうなるわけではありません。奇跡を見たにもかかわらず、今そこにいるクリスチャン、神の民、自分の価値がどんなものなのか、どれほど尊い存在なのか、彼らはまったく分かっていませんでした。それでそうなってしまうのです。それが理由です。神様はいつもその部分を触るようにしていらっしゃいました。だから、クリスチャンであっても葛藤になるようなことが、人生が終わるときまで自分自身を初め、周りにいつでもあるのです。教会内部でもいろいろ雑音が聞こえてくることがいつでもあります。しかし、問題は、それに捕えられてしまうというのは、なぜなのかということです。教会にいろいろな問題があるからでしょうか。自分自身に弱さがあるからでしょうか。そうではなくて、今弱さを抱えていて、葛藤になるしかない条件を抱えていて、また雑音が聞こえるしかない様々な内部の問題を抱えてそこにいる自分の価値を忘れているからです。そこがポイントです。皆さん、ぜひポイントをしっかり正しく絞ってください。ある意味、ここがクリスチャンの勝利のスタートです。そうでないと話がみなバラバラで、みな自分の主張しかありません。それから、風が吹いて来るたびに、その風によって流されるしかありません。しっかりと植え付けられてそこに実るようなクリスチャンの人生は中々、見られません。左から風が吹いてくると右の方に、右から吹いて来たら左の方にフラフラするしかありません。ポイントを絞っていないから。世間では、女性の心は葦のようだという話があります。女性の心は風向きによってこっちにあっちに揺れ動くということでしょう。でも、それは間違っていると思います。女性だからそうなるわけではありません。これは少し差別的な表現ではないかと思うのですが、本当は葦のようにフラフラするというのは、クリスチャン自分自身の価値を忘れてしまった信者の姿です。そうすると、神様が実を結ばせようとしていても、その余裕も時間もありません。余計なことに時間とエネルギーをずっと費やしてしまうのです。神経が全部違うところに行ってしまうので、トラブル、葛藤、様々な問題、肉の争いなどがあったときには、すぐさま思ってください。どちらが良いか悪いかの方に走らないで、厳しいか優しいかという方向ではなくて、冷たいか暖かいかというところをポイントにしないで、「ああ、クリスチャンとしての自分の価値を忘れていたのだな」ということをポイントにしてください。いつでもどんなときでも同じです。

そうすると、葛藤などに捕らわれる理由はありません。誰かを憎んで恨むようなことにもなりません。これがクリスチャンです。弱さはあります。倒れるときもあります。教会内部でもいろいろな人が集まるので様々なことがあります。しかし、問題はそれに巻き込まれるかどうかの問題です。もし自分も知らないうちに、ふと我に返って見たら、自分は正しいと主張しているのに、肉の争いに巻き込まれていることに気づくようになると思います。そのときには、すぐに「うっかりした。クリスチャンとしての価値、自分の存在の価値を、私は果たして分かっているのだろうか」「忘れていた」とそちらの方はポイントにしてください。そうすると、葛藤があるにもかかわらず、たとえ皆さんが巻き込まれることがあるにしても、それが祝福に変わるようになります。これからの皆さんの人生を全部、光り輝く方向に変えていくようになります。それがクリスチャンです。それを裏返しますと、このような話になります。

クリスチャンの葛藤、肉的な争いに巻き込まれたということは、実は信者自身の価値回復のサインです。それが答えです。そのように思ってください。葛藤があるのでしょうか。その葛藤を解消しようとしないで、「また忘れたのだね」。というのは今、私の弱さが、ぼろが出たというのは、神様がそのようなことに負けないように、巻き込まれなくてもいいように、すでに祝福して尊いものに変えていらっしゃったということを思い出して、それを回復しなさいという、神様のサインです。皆さんがいつからそのようなことに巻き込まれなくてもよい肉の争いなどにエネルギーを費やさなくても、神経を使わなくてもよい価値ある尊い存在になったのでしょうか。もうとっくにすでにそうなっています。いつからでしょうか。神様の恵みによって皆さんが、ときには何も知らずに、イエス様が救い主キリストだと心から信じて受け入れた瞬間から、今も後も永遠に変わることがないように、尊い価値ある存在に変えられています。それを思い出して、それを実際的なものに回復しなさいというサインです。今、個人的に何回も繰り返して申し上げまして申し訳ありませんが、皆さんの弱さがボロボロ出ているようなことがあるのでしょうか。何かの葛藤に捕えられて、頭の中がめまいをするような状態の方がいらっしゃるのでしょうか。中々、整理がつかなくて眠れない方がいらっしゃるでしょうか。それに捕らわれていてはいけません。結果的に、悩んでいるそれがどちらに転んでどうなるのかというのは、ある意味、ポイントではありません。とっくに、すでに祝福されているのに、価値ある存在なのに、それは金よりも色あせない永遠なる祝福なのに、それを忘れていたのだね。ちょっとした病気のゆえに。人から一言言われたことでプライドが傷ついたことによって色あせない、永遠に変わらない価値ある存在が隠れてぼやけてしまっていたのだということを思い出す機会にしてください。それが神様の願いであり、神様のポイントです。そういう時ごとに、ぜひ皆さん思い出してください。皆さんは、そのような葛藤に捕らわれて負ける方ではありません。イエス・キリストを信じた瞬間から、そのような不幸な人生、滅びの人生からは永遠に解放されて、すべての罪が一滴の汚れも残らないようにきれいに清められ、清い存在になりました。いつからでしょうか。すでにとっくに今も後も。それを思い出してください。「私はそういうものでしょう。悪いか良いか厳しいかではなくて、それを忘れるから、神経が別のところに行き、そこにだまされて捕らわれるようになって、肉の争いに走っているのではないのか、全部譲って、どうでもいいと言えばいいのに、それを乗り越えることができないまま、いつも引っかかってしまうのだね。自分は死と罪の原理から永遠に解放されている」。聖書はこのように言っています。その昔の人間はもう死んで、新しく生まれた者です。母と父の間で生まれた者ではなくて、神から新しく生まれた存在です。いつも申しあげているように、新しく生まれるためには、一度は死なないといけません。葛藤に捕らえられて、肉的な争いに巻き込まれるような自分、過去の自分はもう死にました。全く新しく生まれました。「そういうものだった。忘れていたのだね。厳しい現実によって忘れていたのだね。人を見ながらそれを忘れてしまったのだね」。それで十分です。

それで今日の聖書のように、私たちはこのように言われる者になりました。あなたがたは神殿であることが分かっていないのか。神が宿っている尊い存在、誰もつぶすことができません。その表現は今日の聖書を見ると、指導者がいてもあなたがたのためなのだよ。この世界もあなたがたのものなのだよ。なぜでしょうか。神様と私がひとつになっているわけですから。それほど尊い存在なのです。牧師やクリスチャンの中でも欲がものすごく強い方がいらっしゃいます。聖なる欲というのはよいでしょうが、肉的な欲や野望が強いというのは、よく考えないといけないと思います。それによって形が大きくなって、何かを達成するかもしれません。でも、これはかわいそうではないでしょうか。なぜそんなに欲が強くならないといけないのでしょうか。自分がそうしなくても、そういうことがなくても、価値ある尊い豊かな存在だということをどこかで、子どもの時の傷によって忘れているからではないでしょうか。だから、形が大きくなって何かを達成しても、本人の内側にはこの世が与えることができない平安と幸せを味わうということが見られません。必ず限界を見るようになります。大きくするのも成功するのも神様がなさることであって、私たちの目標ではありません。私たちは、すでにとっくに今も後も尊い祝福の存在、価値ある者なので、もうすでに豊かな人生でありますので、それを回復して喜ぶということが大切です。そうしないと葛藤だらけ、肉の争いだらけの世の中を生きていくうちに、教会の内部でもそういうことが見られますので、それに打ち勝って乗り越えられることができません。いつもそれに巻き込まれます。何が正しいか正しくないかの議論は、ものすごく幼稚なレベルです。大学生が、幼稚園生の弟が1＋1が２か３かで争っているときに、顔を真っ赤にして「2だよ」と一緒になって争う必要はないでしょう。「２でも３でもいいよ」と乗り越えられます。ずっと上だから。そういうことです。クリスチャンというのは。もし私たちの頭の中でいまだに何が合っているか合っていないか、どっちが良いか悪いかということがいつも行き来するような方であれば、良く考えてください。もしかしたら自分の価値に目覚めていないのではないでしょうか。そういうことはある意味どうでもよい。それを解決して決着をつけていくのではなく、それをふらっと乗り越えられるのがクリスチャンです。自分の価値が分かっていれば。私は神の者です。肉を持って生きているけれども、弱さがたくさんあるにもかかわらず、私たちクリスチャンの存在はそうではありません。尊い存在です。

例えば、ローマの政府がキリスト教を抹殺するために、ものすごい形で迫害して殺してしまいました。何も抵抗もできない、抵抗もしない、微笑みながら、賛美を歌いながら殉教者として殺されながら死んでいきました。それはなぜなのでしょうか。抵抗する力がないからでしょうか。そういうことも乗り越えられるほど、自分は価値ある尊い存在だということが分かっていたので、地上のどんなことでもこの私の祝福を奪うことはできないし、それに優るものは存在しません。天にある霊的なすべての祝福をいただいているものです。神様が皆さんに望まれるのは、献金ではありません。一生懸命、頑張ることでもありません。すでにとっくに今も後も変わらないように、皆さんを尊い存在に変えていらっしゃるのに、それに気づいていないのです。それが理論に留まって、実際に自分自身を豊かにして、自分の武器になっていません。だから、葛藤に捕らえられていたり、弱さがボロボロ出て、肉の争いに走っている自分を見たらすぐに「自分自身のクリスチャンとしての価値を回復しなさいというサインなのだね」とそちらの方に走ればよいのです。今までの争いや葛藤の結果はどうなるか。それは気にしないようにしましょう。自分の価値の回復の方に走ってください。このように皆さんが尊い存在になるために、そして、それが変わらない祝福になるために、ひとり子、神の御子イエス・キリストが尊い血潮を流され、それを代価として払われて買い取られた方です。それが皆さんです。そのために、そういう価値ある者につくり変えるために神様は皆さんひとりひとりを知らないうちに選ばれました。だから、皆さんは創造の神に選ばれた存在です。特に、私たちの理性では理解が及ばないところですが、世界の基が置かれる前から、皆さんが生まれる前から、神様がひとりひとりを定めて選ばれたのです。なんと尊い存在なのでしょうか。
そして、キリスト、イエスをとおして皆さんひとりひとりには、十分あふれるほどの神の愛が注がれて神に愛されているものです。このようなクリスチャンの価値を思い出してください。それを忘れないようにするために、クリスチャンに対してはいろいろな名前がついています。だから、皆さんはこの世にいる者なのに、昔は悪魔の子と呼ばれ、悪魔の奴隷の人生、地獄を歩いていた私たちを、今は神の子、神様の子どもと呼ぶようになりました。神の子どもという用語は法的な用語です。神様のすべてのことが私に相続されるという権限がある者です。昔は、神様の御怒りを受けるべき子として生まれた者が、神を「アバ。父」と呼ぶことができる者に変えられています。そして、私たちのことを王である祭司、イエス様、キリストにしか使わないその単語が私たちに使われているというのは、地上を歩いているときにはイエス様と位置づけが大体同じです。そのような存在です。それほど尊い存在です。皆さんの才能の無さ、性格があまり良くない、持ち物があまりないなどによって、この価値が下がるわけでも変わるわけでもありません。王である祭司。だから、皆さんひとりひとりを指して、大体受け入れていないでしょうが、世の光と呼ばれるようになりました。この暗い世の中で唯一の希望の存在という意味です。なんと尊いのでしょうか。

そして、このように締めくくっています。天の御国の国籍を持っている者、つまり、天国の市民です。天国に入るというのは、もうすでに保証済みのことであり、生きている間に皆さんを通して、この暗闇の世の中、現場に、神の国が臨まれるようになっています。それほど尊い存在です。私たちにある葛藤や肉の争いに巻き込まれること、弱さがボロボロ出ていることなどは、実は皆さんひとりひとりにとっくにすでに与えられている尊い自分の存在の価値を回復するための神様の導きなのです。そこにポイントを合わせてください。他のことは、良いか悪いかなどはすべて下して、そこにポイントを合わせてください。そのように本当の自分の存在の価値を回復すると、そのときに見えてくるようになります。自分は最高の人であり、自分の人生は最高の人生なのだ。神様が私のために最高の人生を用意して待っていらっしゃるのだね。それに気づいて余計なものに捕らわれて、肉の争いばかりして、欲望や憎しみに従って連れられる人生ではなく、最高の人生を歩むようになります。その最高の人生を歩んでもらうために、いろいろな弱さがボロボロと出るのです。「ほらほら、忘れていたでしょう。イエスの血潮によってあなたがたがどれほど尊い存在なのか。そのような肉の争いなどいらないほど尊い存在、豊かな存在であることを忘れたのか。早く回復しなさい。回復してみると、今まで大事だと、気がかりだと思っていたことは、全部消されて、最高の美しい人生が見えてくるようになります。その人生は誰も真似できません。世の中には立派な人が多いです。この間もテレビを見ていたら、今は高齢化の問題、認知症の問題、介護の問題は、行政、病院だけでは賄いきれないので、ある人が10年間の介護の経験、つらさをバネにして家を解放して集いの場も作り、それがこれからの高齢化社会のモデルだと言っていました。私も見て「なるほど。すごく立派な方だな」と思いました。けれども、その立派な思いで立派なことをやっている方も真似できない人生なのです。安倍総理が今日本のために一生懸命、尽くし、またトップセールなどもして経済的にある程度、回復の軌道に乗りました。感謝でしょう。いろいろな評価はあるでしょうが、でも、その国民のために一生懸命、頑張る政治家も真似できない人生なのです。分かりますか。それがクリスチャンの私たちに用意されている、待っている人生です。

そして、その最高の人生というのは、地球に皆さんの現場に無くてはいけない、絶対必要な人生なのです。病院がないと困るでしょうが、たとえ病院がなくても皆さんは無くてはいけません。そのように最高の人生です。そして、結局それが歴史の主人公として生きる人生です。どんな人生でしょうか。それが伝道の人生です。それが待っています。ただ余計な争いに巻き込まれて葛藤に捕らえられていると、この人生がぼやけて見えません。いつも大事なテーマがまったく違うものに走ってしまいます。ですから、皆さんの価値を回復して、この最高の人であり、最高の人生にぜひ目覚めていただきたいと思います。それは伝道とともに歩む人生です。伝道がどれほど尊い人生なのか、それは死の力に制せられている者をそこから生かす働きです。それぐらい尊い人生はありません。伝道というのは、地獄と滅びの運命に捕らわれている者、そこから助け出すことです。誰が真似できるでしょうか。
そして、神から離れさまよいつつ偶像崇拝に走り、結局、滅びるしかない魂が神様と和解できるように、和解させる人生です。なんと素晴らしい人生でしょうか。そして、それはキリストの他には誰もできないこと、成しえないことなのですが、それに私たちが一緒になって、つまり、その最高の人生、伝道の人生というものは、キリストの手と足になることなのです。それが伝道の人生です。そして、それこそが永遠に価値あるもの、永遠に報われるものであり、最高の生きがいです。多くの人が自分なりにいろいろなところに生きがいを感じています。世のために役に立つことができたと生きがいを感じる。それはそれぞれの都合でよいと思います。でも、本当の生きがいはそういうところにあるものではありません。伝道の人生に、本当の最高の生きがいというものがあります。子どもを立派に育てることに生きがいを求めて感じる人もいます。でも、ただ子どもを立派に育てては、そこに本当の生きがいはありません。伝道の人生のために、子どもを育てることが生きがいなのです。最高の人生です。それが皆さんがこれから歩くべき人生であり、神様が用意していらっしゃる最高の人生です。
まとめて申し上げると、葛藤に捕らえられたり、肉の争いに巻き込まれてしまったり、余計なため息をしてつぶやきをしていたりということが、実は最高の人生を用意して伝道の人生を歩んでもらうために神様が許可して許されることです。ポイントさえずれないで、自分自身のクリスチャンとしての価値の方にポイントを絞って、そちらの方に極力戻るようになれば、今まで気になっていたすべてがぼやけてそれだけが残ります。なるほど。弱さがあっても関係ないのだね。何がどうであってもこの最高の人生を譲るわけにはいかない。あきらめるわけにはいかない。それで最高の人生を歩くようになるでしょう。皆さん、クリスチャンは、世にあるどんなにすごく立派な人間でも真似できない最高の人生、伝道のために生きる人生が用意されています。それなのに、神経とエネルギーと時間とすべてをこのためではなくて、別のところに全部奪われて費やせられる残念なことがあります。分かっていないから。忘れているからです。ぜひ、レムナント教会の皆さん方は、もうすでにとっくに用意されている最高の人生を歩いていただきたいと思います。
では、このように結論をまとめましょう。今、何かのかたちで葛藤があるかもしれません。何かの問題があるかもしれません。その中で、その問題云々ではなくて、イエス・キリストに集中しましょう。そうすると、そのキリストにある自分の存在の価値、それを発見し回復しましょう。それを言葉を変えますと、聖餐の告白をただのマニュアルどおりとか形式ではなくて、本当に生きた聖餐の告白をささげてみていただきたいと思います。聖餐の告白が皆さんの価値です。キリストが皆さんのために血を流されました。そのキリストが今、万軍の主となられて皆さんの内側にともにおられます。だから、皆さんは幸いなものであり、イエス様と同じことができる存在なのです。それをぼやかして信じないようにだます者がいるのです。いろいろな葛藤をとおして、いろいろな肉の争いをとおして、それにだまされないで負けずに、皆さんぜひ聖餐の告白を生きたものとしてささげてみていただきたいと思います。実際にぶどうの液とパンを食べる感覚をもって聖餐の告白をしてみてください。

それから、そのようにして落ち着いて、自分自身と自分の現場に神の国が臨まれることにすべての神経を注ぎましょう。神経を違うところに使わないで、違うところにあまり神経を使わないように。そうすると皆疲れてしまうので。肉体的にも病気になります。心もボロボロになります。でも、自分と自分の現場に神の国が臨まれること、伝道のわざが行われることにすべての神経を注ぎますと、皆さんはますます豊かになり、輝く存在となります。そのことを覚えて、今週一週間もぜひこのみことばどおりに皆さんに成就することを祝福して祈りたいと思います。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も礼拝の場に兄弟姉妹を呼んでくださり、私たちがどれほど価値ある存在なのかを教えてくださりありがとうございます。これをぼやかすすべてに打ち勝ってイエス・キリストに集中でき、最高の人生、伝道の人生を喜んで歩むことができるように、また自信を持って堂々と歩むことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
6

